
研修ガイド 

 

 本研修は、「一般コース」と「専門コース」から構成されており、「専門コース」は更に

「計画」及び「設計１」、「設計２」とに分かれています。平成 28年度～30年度までに、全国

で延べ約 570名の方が受講されています。 

 「一般コース」は、水力発電にあまりなじみのなかった方であっても、基本的事項は全て

理解頂けるよう水力発電の原理、用語、施設の構成から計画・設計の基礎及び事業性評価ま

でを網羅しておりますので、これから水力発電事業に取り組んでみたいと考えている方はも

ちろん、教育・金融関係の方にとっても役立つものと考えております。 

 更に、自らが水力発電所の計画や設計を行ってみたい方、あるいはコンサルタント等に外

注する際の案件管理上の参考にしたい方などについては、「専門コース」を御勧めいたしま

す。「計画コース」には、自分自身で発電計画を策定したり、またその事業性評価も演習とし

て組み入れております。また、「設計１・２」のコースでは、各主要施設の設計に係る基本的

な解析・計算法についても演習して頂きます。これらのコースは講義の内容もやや高度なも

のとなっておりますが、研修担当者による支援やグループ（経験の多寡に応じて編成）にお

ける相互協力等が奏功し、いままでに脱落した方は皆無です。 

 皆様方の御参加をお待ちしております。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般コース（計画、設計、関係法令等の基礎） 

計画コース（発電計画、工事費積算、事業性評価等） 

設計１コース（取水ダム、沈砂池、水路、水槽、水圧管路等の設計） 

設計２コース（維持管理を考慮した設計） 

 

Step１ 

Step2

日 

Step３ 

Step４ 

注）上図は、Step１から Step４まで順番に受講を必要とするということではありません。一般コース

の受講者若しくは同等の経験を有する方及び水力発電に係る業務経験や基礎的技術力を有する方な

ら、計画コース又は設計（１・２）コースのいずれでも受講できます。 



－平成 30年度受講者の声－ 

 

【一般コース】 

・小水力発電の開発については知識がゼロからのスタートでしたが、今回基礎から教えていた

だいたので、今後の開発に活かしたいと思う。 

（水力経験年数；1～５年未満、所属；小売電気事業者、専門；電気職、年齢・性別；30

代女性 以下同じ） 

・計画からの実践的な内容は初めての受講でしたが、今後の中小水力をめざす自治体、土地改

良区の力になれる気持ちが持てた。 

（10年以上、県企業局、電気職、50代男性） 

 

【専門（計画）】 

・1 週間という時間をかけて、じっくり演習することで計画の手順などの理解が定着したと感

じる、とても良い研修だったと思う。 

（1年未満、建設業、建築職、30代男性） 

・「机上検討」－「現地調査」－「見直し」と計画策定に関する一貫した流れを受講できたので、

水力地点の検討というものが理解できた。 

（５～10年未満、電力会社、土木職、30代男性） 

 

【専門（設計）】 

・理論的な根拠にも立ち返って教示していただいたこと、演習があったことは大変良かったと

思う。 

（1～5年未満、小売電気事業者・コンサルタント、土木職、60歳以上男性） 

・自分が専門でないこともあり、取りつきにくかったが、テキストも充実しており大変勉強に

なった。 

（１～５年未満、小売電気事業者、環境職、40代男性） 

 

（一部について要旨をわかり易くするため修文しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


